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傾向スコア分析 (Propensity score analysis)



傾向スコア分析の論文数の推移 (2021年12月10日現在)
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最近5年では1,000編以上増加している
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傾向スコア分析の動機：「良い」くすり・治療とは？

患者さん

Clinical Question：新薬(A)が既存薬(C)に比べて有効性・安全性が高いか？

新薬(A)を投与

既存薬(C)を投与
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患者さんに対する本当の治療効果*1
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治療効果

＊1：治療効果(treatment effect)とは，新薬と既存薬のアウ
トカムの違いを表す．

しかしながら・・・

患者さん
新薬(A)を投与

実際には，新薬(A)，既存薬(C)のいずれか一方しか投与されないことから，個々の患者さんの治療効果はわか
らない(Neyman-Rubinの反事実的事象)
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「傾向スコア」とは？
いま，新薬群(A群)を1，対照群(C群)を0とする．そして，治療選択に影響を及ぼすと考えられる共変量をXと
したもとで，次のような回帰モデルを考える．
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